
「海洋教育プログラム」中学校学習指導案例 [2]-1 

中学校 地理的分野 学習指導案（新学習指導要領版） 

 

小単元：中国・四国地方(配当 6 時間)  

瀬戸内地域の造船業（3～4/6） 

◆目標 

学習指導要領では「日本の諸地域」については、①自然環境、②人口、③資源・エネルギーと

産業、④交通・通信、⑤その他の事象を中核とした考察の仕方を基にして、主題を設けて課題を

追究するなどの活動を通して、その地域的特色や地域の課題を理解すること、また、それぞれの

地域区分を、地域の共通点や差異、分布などに着目して、事象の成立条件を多面的・多角的に考

察し、表現すること、などが示されている。 

ここでは、中国・四国地方の地域区分について、中国・四国地方の自然環境、人口や都市・村

落、農業や工業の産業、交通・通信のそれぞれを小単元の各授業で中核に置き、中国・四国地方

に暮らす人々の生活・文化や地域の広がりや結び付き、人々の対応などが有機的につながってい

ることとともに、全国的、世界的な関係や結び付きについても関係の深い事項について多面的・

多角的に考察することで、中国・四国地方の地域的な特色について考える学習を設ける。 

 

◆評価規準 

○知識・技能 

・中国・四国地方の自然環境を形づくる地形や気候の特色について理解し、中国地方、瀬戸内地

域、四国地方のそれぞれの自然環境と人々の生活や産業との関わりについて調べまとめること

ができる。 

・交通網の整備状況、地域的特色を背景にした農林水産業の状況、工業生産額と品目などの資料

をまとめることで中国・四国地方の人々の営みを概観できる。 

○思考・判断・表現 

・中国・四国地方の人口分布や動態に着目し、都市圏の形成と過疎化する地域の状況から、課題

を設定して空間的相互依存作用、地域的特色、交通・通信の整備などの関係を多角的・多面的

に考察して課題の解決を発表することができる。 

・造船業について国内外の状況を調べ、瀬戸内地域での造船業の発展の要因について考察し、併

せて、瀬戸内地域の他の産業（農林水産業、工業）との関連や他地域との流通（交通・通信）

についても調べ、地域的なつながりについて考察することができる。 

○主体的に学習に取り組む態度 

・中国・四国地方の特色ある自然環境や地域事象に関わる課題解決を通して、他の地域区分での

同様な課題、あるいは異なる課題を設定し、追究しようとする態度をもつ。 

・中国・四国地方で暮らしを営む住民の立場を勘案しながら、現在の自分や自分たちの暮らしと



の相違について地理的な見方・考え方を駆使して考察しようとする態度をもつ。 

 

◆指導・評価計画（各時間） 

中国・四国地方 指導計画例（6 時間） 

時数 主な学習内容 学習目標 評価規準の例 

1 

１ 中国・四国地方をながめて 

 

自然環境の異なる地域 

二つの山地にはさまれた地域 

交通・通信網の整備で変わる地

域 

 中国・四国地方について，人口分布

図や統計グラフなどの資料から概

観し，基礎的・基本的な知識を身に

付ける。 

 中国・四国地方の地域的特色を理

解するために，「中国・四国地方で

は，なぜ交通・通信網が重要な役割

を果たしているのでしょうか」と

いう探究課題を立て，見通しを

もって主体的に追究する。 

 自然環境の異なる三つの地域，盛

んな農業，人々の生活や産業を変

えた交通・通信網の整備，瀬戸内に

集中する人口などの特色を理解

し，その知識を身に付けている。 

 交通・通信を中核とした考察の仕

方に基づいて設定した探究課題の

答えを予測し，見通しをもって主

体的に追究していこうとしてい

る。 

2 

２ 交通網の整備と人や物の移

動の変化 

 

地方内で深まるつながり 

地方をこえて広がるつながり 

ストロー現象 

 中国・四国地方の交通網の整備に

ついて，地図，写真，統計などの具

体的な資料を通して，理解する。 

 中国・四国地方の交通網の発展に

よる地域の影響について，利点と

課題の両面から考察する。 

 高速道路や橋が整備されたことに

より，中国・四国地方内の結び付き

や，他地方との結び付きが深まっ

たことを理解している。 

 交通網の整備を，移動時間の短縮

やストロー現象などと関連付けて

考察している。 

3 

4 

３ 交通網が支える産業とその

変化 

 

瀬戸内の都市の歴史 

海で結ばれた工業地域 

全国に出荷される農水産物 

 

 中国・四国地方の人口が瀬戸内の

県に集中していることに着目し，

その歴史的・地理的背景について

理解する。 

 中国・四国地方の産業が交通網の

発達とともに成長してきたことを

理解する。 

 人口が集中する瀬戸内の都市の多

くが交通の拠点であった城下町を

起源としたことを理解している。 

 海上輸送に適した瀬戸内海，橋や

高速道路の開通によって工業や農

業が発達してきたことを捉えてい

る。 

◎ 日本や世界の海運を支える

瀬戸内地域の造船業 

 

産業を中核とした考察 

 日本の造船業の多くがなぜ瀬戸内

地域に集中し発達したのかについ

て考える。 

 日本や世界の海を駆ける船をつく

る造船業について概観する。 

 日本における海運の重要性につい

て話し合う。 

 瀬戸内地域に造船業が発達してき

た地理的，歴史的要因や，他の産業

との関係，国際的な状況などにつ

いて話し合い，考察することがで

きる。 

 海洋国家日本の海運の重要性と今

後の造船業の未来について根拠を

示して考えることができる。 



5 

４ 活用される交通・通信網 

 

町おこし・村おこし 

橋で変わる島の暮らし 

インターネットで変わる山間

地の暮らし 

世界から地域に来訪，地域から

世界に発信 

 中国・四国地方の市町村別人口増

減率の地図に着目し，過疎地域の

分布の特色を理解する。 

 過疎地域が行っている町おこし・

村おこしの成果と課題について，

特色ある観光資源や交通・通信網

の活用などの視点から考察する。 

 過疎地域が山間部や瀬戸内海の

島々の多くに分布していることを

その原因や対策とともに理解して

いる。 

 過疎地域の対策について，交通・通

信網の整備と関連付けて考察し，

表現している。 

6 

■基礎・基本のまとめ 中国・四

国地方をふり返ろう 

 

■まとめの活動 「地域サミット」

の参加者になって持続可能な地

域像を考えよう 

 交通・通信を中核とした考察の仕

方で取り上げた中国・四国地方の

地域的特色とそこで生ずる課題を

「まとめの活動」を通して振り返

り，これらを理解する。 

 中国・四国地方の交通・通信の成立

条件を，地域の広がりや地域内の

結び付き，人々の対応などに着目

して，中国・四国地方で交通・通信

網が重要な役割を果たしている理

由を多面的・多角的に考察する。 

 よりよい社会の実現を視野に，中

国・四国地方の学習内容を振り

返って探究課題を主体的に追究す

る。 

○交通・通信を中核とする考察の仕

方を基に，学んできた中国・四国地

方の地域的特色やそこで生ずる課

題を図にまとめて振り返り，理解

している。 

○中国・四国地方で，交通・通信網が

重要な役割を果たしている理由を

多面的・多角的に考察し，その過程

や結果を生かして，「地域サミット

の参加者になって持続可能な地域

像を考える」，という形で具体的に

表現している。 

○単元冒頭に立てた予測をはじめと

する自らの学習を振り返りなが

ら，粘り強く考察することを通し

て主体的に探究課題を追究し，社

会に関わろうという態度を示して

いる。 

※東京書籍 令和 3年度用『新しい社会 地理』年間指導計画作成資料 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆本時指導案 瀬戸内地域の造船業（3～4/6） 

 

過程 〇学習課題・活動     ・学習内容 ◎資料 ◆指導上の留意点 

 

 

導 

 

入 

 

 

 

5 分 

〇中国・四国地方の工業について、小学校での学習やこれま
でに接した情報などから特色やイメージを発表してくだ
さい。 

・中国・四国地方では特に、瀬戸内地域の広い範囲に工業
が盛んな場所がある。 

・人口が集中している瀬戸内地域で工業が盛んである。 
・瀬戸内地域の工業では石油化学コンビナートが多いこと

を小学校で学んだ。 
・瀬戸内海を行き来する船や海運が工業を支えているイ

メージがある。 
＊(復習)小学校で学習した瀬戸内地域で石油化学コンビ

ナートが盛んになった理由は？ 
〇石油化学コンビナートの発展とともに、以前から瀬戸内

地域で発展し、現在も世界的に一定の生産量をあげてい
る工業が瀬戸内地域に集まっています。どんな工業か予
想してください。 

＊「国内造船所の地域分布」（日本全図に記された点●だけ
の地図）を提示して、●の箇所はどんなモノ（工業製品）
が造られているか予想してみる。 

◎小学校の教科書ページなど（石油化学コ

ンビナート） 

◎石油化学コンビナートの全国の分布図 

◎全国の各工業地帯・地域の各種製品生

産額比率 

 

◆瀬戸内地域の自然、地形のイメージを

ベースに小学校での学習を喚起させる程

度に。 

 

 

 

 

 

 

 

◎国内造船所の地域分布 

◆海運への意識喚起 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

25 分 

 

〇DVD「暮らしを支える日本の海運」を視聴 
学習課題 どうして瀬戸内地域に造船所が集中して発展し
てきたのだろうか？ 
・「国内造船所の地域分布」で国内の造船所を確認 
・国内の造船所は瀬戸内地域と西九州地域に集中してい

る。 
 
【グループ活動】 ①10 分 ②15 分 
①4～5 人でのグループ（8 グループ A～Ｈ班：同じテーマ

で２つのグループ）を編成し、各グループで（1）から（4）
の課題を担当する者を決める。（1 人 1 課題 5 人グループ
の場合は 2 人が同じ課題になるが各自で課題を追究す
る） 

②担当した各自の課題について資料を参考に学んだこと
をグループ内で学び合いながらワークシートにまとめ
る。 

 

〇資料を参考に①各自が担当した各課題を追究、②追究し
た各自の課題についてグループで学び合い、ワークシート
にまとめる。 
 
 
 
（１）日本の造船業はどのような状況（国内・海外）にある

のだろうか？ 
・（ヒント）世界の建造船の竣工推移や造船業の現状（日本

とライバル国の推移）は？ 
・（ヒント）造船業の特色や課題、雇用状況（造船業での関

連産業や造船業で働く人たちの状況） 

◎DVD ダイジェスト版 約６分 

 

 

◎日本主要造船所の分布（国土交通省） 

資料 1 

 

 

◆新型コロナウイルス感染予防に配慮して

グループの配置を考える。 

◆(1)～(4)をグループ内で分担。ヒントを中

心に考える。 

◆造船業から瀬戸内地域の特色について

考えさせる。 

 

 

 

 

◆ワークシートでの振り返りと学び合いを促

す。 

◆各グループの進行状況を確認しながら机

間指導 

 

 

◎造船業の現状（国土交通省） 資料 2 

◎世界の造船業の概況（国土交通省） 資

料 3 

◎世界の新造船竣工量の推移（2020 年 9

月）（日本造船工業会） 資料 4 

 



（２）瀬戸内地域に造船所が集中した歴史的要因はあるの
だろうか？ 

・古代～江戸時代の瀬戸内海航路 
（ヒント）瀬戸内海を航行していた各時代の特色を示す船

や航路は何？ 
・江戸末期・明治時代～第 2 次世界大戦の造船の歴史 
（ヒント）日本の近代化で工業の発達に造船が貢献したと

いわれるのはなぜ？ 
・第 2 次世界大戦後～現在の造船業の発達 
（ヒント）日本の造船業が世界 1 位になったのはいつ頃で

その理由は？ 
（３）瀬戸内地域に造船所が集中した地理的要因はあるの

だろうか？ 
（ヒント）造船所はどのような場所に造られるのだろう

か？ 
（ヒント）造船に必要な原料や材料、そして機械や設備に

はどんなものがあるか？ 
 

（４）中国・四国地方の農林水産業や他の工業との関係はあ
るのだろうか？ 

・(ヒント)中国・四国から全国や海外へ出荷する農林水産
物や工業製品で、海上輸送の方が陸上や航空を使うより
も有利な産物、製品にはどんなものがあるか？  

・（ヒント）石油化学コンビナートの発達と造船業の発達に
はどんな関係があるだろうか？ 

（例） 
（１）造船業の現況 
・日本の造船業は世界的に重要な位置を占めているが、中

国、韓国との厳しい競争がある。 
・造船業は機械や鉄鋼、化学、情報など多くの関連した産

業が集まる工業である。造船業が盛んになれば地域の産
業全体も活発化するが、逆に衰退すれば、他の産業も衰
退してしまう。 

・人件費の高騰から日本でのモノづくりが海外に移転して
いく傾向は造船にもみられる。 

・造船会社の合併や海外との共同生産などで生産を維持し
ようと頑張っている。 

 
（２）歴史的要因 
・昔から海運業が発達。いくつもの航路として栄えた。 
（古代/平安/鎌倉/室町/江戸 各時代で活躍した海運） 
・大宰府と奈良・京都、遣唐使船、勘合貿易航路、朝鮮通

信使 廻船航路  
・明治時代以降第 2 次世界大戦まで、海軍の造船、軍事基

地として発展してきた。現在は？ 
・第 2 次大戦後、日本が高度経済成長期には石油化学コン

ビナートが発展（産業・経済的背景） 
 
（３）地理的要因 
・沿岸部に入り江が多く、浅い海は干拓しやすく広い地形

を得やすい。 

◎瀬戸内海航路の歴史的な変遷 

遣唐使船、勘合貿易、村上水軍、朱印

船、朝鮮通信使 

◎明治時代以降の海運の発展史 

◎造船業とは（海の仕事.com） 

http://www.uminoshigoto.com/make/ship

building_industry.html 

 

 

 

 

◎瀬戸内地域の港湾面積や瀬戸内海の潮

流 

◎瀬戸内地域の港湾の整備 

 

 

 

 

◎都道府県別農産物産出額（中国・四国地

方） 

◎中国・四国地方の農産物、水産物、工業

製品 

 

 

 

 

（1） 海洋国家日本にとって、海上交通の重

要性と海上交通を支える造船業の役割

を意識させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 瀬戸内海航路の歴史的な変遷と役割

を学ばせたい。海上交通の歴史的な発

展にとって瀬戸内地域の海運の果たし

た役割を意識させたい。 

 

 

 

 

 

 

（3） 瀬戸内地域の地形や瀬戸内海の海洋

としての特色から造船工業が発展した

要因に気付かせ、考えさせたい。 



・内海であるために、波は穏やかで潮流を利用した航行 
・多くの鉄や造船ドッグで使う巨大な機械など原料や材

料、機械を運んだり、保管したりする港が必要 
 
（４）中国四国地方の産業（農林水産業、工業）や暮らし

との関連 
・瀬戸内地域は離島や沿岸部に暮らす人が多く、食料や生

活の糧、工業の原材料や製品の運搬に海上交通を利用し
ている。 

・農産物や畜産などによっては RORO 船を活用するなど
し、地域内や国内の他地域に出荷するにはコストの面か
ら海上交通を利用する。 

・造船業は様々な工業との関連があるので、瀬戸内地域の
雇用や経済活動に影響を及ぼす。（内航海運） 

・工業においても原材料の運搬 製品の搬出→大量・重工
製品の国内外への運搬 

 

 

 

 

（4） 瀬戸内地域の内航海運の役割から、

海上交通の特色やメリット、デメリットな

どについて考えさせたい。 

また、造船業の発展が地域の経済や

暮らしに影響を与えることについて考え

させたい。 

 

ま 

と 

め 

 

20 分 

〇発表会 
学習課題 どうして瀬戸内地域に造船所が集中して発展

してきたのだろうか？ 
各グループの代表が 1 つの課題について 2 分以内で発表す
る。同じ課題について 2 つのグループが発表し、各自は発
表を参考に自身のワークシートをまとめる。 
発表課題 【A は(1)、B(1) 、C(2) 、D(2) 、E(3)、F(3) 、
G(4)、H(4)】 
 
本時の授業を振り返り、学習課題について、疑問点やもっ

と知りたいことを確認する。 

◆発表を聞きながら各自のワークシートを

整理させる。 

 

 

 

 

◆発表後はグループ内で再確認させる。 

 

 

◆時間があれば、今治造船株式会社の「2

分でわかる IMAZO Movie」を視聴させる(2

分)。 

https://www.imazo.co.jp/rec/ 

 

 

 

 

 

  



「瀬戸内地域の造船業」 ワークシート 

                         （  ）組 氏名                

 

１ どうして瀬戸内地域に造船所が集中して発展してきたのだろうか？ 

 次の 4 つの点とそれぞれのヒントから考えたことをグループでまとめてみよう 

（１）日本の造船業はどのような状況（国内・国外）にあるのだろうか？ 

・（ヒント）世界の建造船の竣工推移や造船業の現状（日本とライバル国の推移）は？ 

・（ヒント）造船業の特色や課題雇用状況（造船業での関連産業や造船業で働く人たちの状況）は？ 

〇                                              

〇                                              

〇                                              

〇                                              

（２）瀬戸内地域に造船所が集中した歴史的要因はあるのだろうか？ 

  ・（ヒント）各時代の特色を示す船や航路は何？ 古代～江戸時代の瀬戸内海航路 

  ・（ヒント）日本の近代化で工業の発達に造船は貢献したか？明治時代～第 2 次大戦の造船の歴史 

  ・（ヒント）日本の造船業が世界 1位になったのはいつ頃でその理由は？ 

 〇                                               

 〇                                               

 〇                                               

 〇                                               

（３）瀬戸内地域に造船所が集中した地理的要因はあるのだろうか？ 

  ・（ヒント）造船所はどのような場所に作られるのだろうか？ 

  ・（ヒント）造船に必要な原料や材料、そして機械や設備にはどんなものがあるか？ 

 〇                                               

 〇                                               

 〇                                               

 〇                                               

（４）中国・四国地方の農林水産業や他の工業との関係はあるのだろうか？ 

  ・(ヒント)中国・四国から全国や国外へ出荷する農林水産物や工業製品で、海上輸送の方が陸上や航空

を使うよりも有利な産物、製品にはどんなものがあるか？ 

・（ヒント）石油化学コンビナートの発達と造船業の発達にはどんな関係があるだろうか？ 

 〇                                               

 〇                                               

 〇                                               

 〇                                               

２ 本時の授業では造船業から中国・四国地方の瀬戸内地域について学習しましたが、授業に関わって自身

が学んだこと、疑問に思ったこと、もっと学びたいことについて書いてください。 

                                                

                                                

                                                



資料 1 日本主要造船所の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 海事局 

交通政策審議会 海事分科会 海事イノベーション部会 

http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk5_000039.html 
平成 28 年 2 月 第 1 回海事イノベーション部会 資料 2「造船業の現状」 

http://www.mlit.go.jp/common/001118262.pdf 
 

  



資料 2 造船業の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 海事局 

交通政策審議会 海事分科会 海事イノベーション部会 

http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk5_000039.html 
平成 28 年 2 月 第 1 回海事イノベーション部会 資料 2「造船業の現状」 

http://www.mlit.go.jp/common/001118262.pdf 
 

  



資料 3 世界の造船業の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 海事局 

交通政策審議会 海事分科会 海事イノベーション部会 

http://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk5_000039.html 
平成 29 年 12 月 第 4 回海事イノベーション部会 資料 2-1「造船市場の現状」 

http://www.mlit.go.jp/common/001215818.pdf 
 

 

  



資料 4 世界の新造船竣工量の推移（2020 年 9 月） 

 

 

 

日本造船工業会 統計データ 

https://www.sajn.or.jp/data 

造船関係資料 2020 年 9 月［PDF 版-一般向け］ 

https://www.sajn.or.jp/files/view/articles_doc/src/684f5de274618ec12674da70a38391ee.pdf 
 

 

 

 


